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今日のゴール

・BARDでのSSTV通信活動
・SSTV方式
・変更申請の提出先(総通orTSS保証認定)
・工事設計書の例
・144MHｚ FMモードでSSTV
・無線機との接続

SSTVの変更申請ができるように！



BARDでのSSTV通信活動

2009年5月 移動通信訓練、JA1NHE森さん

2009年8月 8J1A、森さん

2010年8月 文京区総合防災訓練

2011年11月 小石川消防署　震災消防訓練

2012年1月 通常総会での議決

2012年8月 防災訓練でJR1ZEF運用予定

アナログSSTV、ROBOT36を目標に！



SSTV方式

Ｓｌｏｗ Ｓｃａｎ Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ＝低速度走査テレビジョン
日台韓などアメリカ方式導入国はNTSC方式
　　　　欧州はPAL、旧ソ連はSECAM

アナログテレビ放送(C3F）　 帯域 4.5MHz
アマチュアSSTV方式(F3F) 帯域 3kHz以下

総務省告示　無線設備規則別表第二号第54の規定に基づくアマチュア局の無線設備の占有周波数帯幅の許容値

　　　　　　　　　24MHz以下 3kHz、　28～144MHz 　40kHz、　430MHz　30kHz、　1.2G～10GHz　17MHz

解像度 1/8 30万画素→8万画素

コマ数
(フレームレート)

1/2160以下 60fps→0.03fps



参考　NTSC方式のスペクトル



参考　ビデオ方式の分布



参考:アナログテレビの走査線



参考:NTSC(白黒)の波形

白 2500Hz

黒 1500Hz

同期1200Hz



参考:NTSC(カラー)の波形



総通かTSS保証認定か

145MHz帯が4VA/3VA　総通へ変更届

F3F(SSTV)はxVFに含まれないのです

145MHz帯が4VF/3VF　TSS経由で変更申請



3VF/4VFの皆さん

SSBモード付き144MHz技適機/番号をゲット

↓
総通へ、技適機の変更届け(増設)

↓
3VA/4VA免許になる

3VF
4VF

F1D 直接変調パケット F2D FSKパケット

F1E デジタル音声 F3E アナログ音声

3VF F2A 音響電信 F2B PSK31,RTTY



SSTV用PCは付加装置

付属装置(変更申請、要保証認定)
　　ブースター、リニアアンプ、トランスバーター
　　RTTY,SSTV副搬送波をリアネルパネルDATA端子に入れる
　　電波の質が変わる。電信扱い（周波数、スペクトル、etc)

付加装置(変更届、保証認定回避)
　TNC、SSTV、PSK31等をマイク端子へ入れる
　マイク端子から音声以外を入れても電波の質に影響無い
　音声モデムを外部装置という人もいる。少数派

外部装置
　リモートコントロール、HRDなど



変更届でGO!

申請書投函 or 電子申請送信、当日から運用OK
マイク端子はリヤパネルにもあるし

パソコンからリグのマイク端子へ
保証認定料がいらない



144MHｚ FMモードでSSTV

144MHz F3Fは40kHzが上限

F3Aを流用するので6kHz以内なら通信可能

アナログSSTV

　副搬送波 1.1kHz(送信可能)
　F3F(副搬送波FM・主搬送波ＳＳＢまたはＦＭいずれの場合も)
デジタルSSTV(おまけ)

　副搬送波 2.5kHz(送信可能)
　F1D(FM無線機使用時、FSK)
　G1D(SSB無線機使用時、PSK)



無線局事項書



送信機系統図の例

注：受信系の系統図は必要ありません

マイク端子から入れると、変更申請が通りやすくなるらしい



付属装置諸元の例



付加装置の準備

ノートパソコン
　Windows/Mac、オーディオ端子付き
　MMSSTV(SSTVソフト)
デジタルカメラ　

30～120万画素以上

デジカメケーブル
インタフェースケーブル



MMSSTV



インタフェースケーブルの入手

・それなりに作る(300円+製作時間)
　PTT線は削除、ケミコン(10uF15V)、1kΩくらいのVR
　Φ3.5ステレオプラグ、無線機側コネクタ、電線

・お手軽に作る(1500円くらい)
　抵抗入りオーディオケーブル2本
　無線機側コネクタ

・買う
　ネットで検索　「PSK31 ケーブル」　「RTTY ケーブル」

・エア接続
　パソコンのスピーカーに、ハンディマイクを近づけてみる



インタフェースケーブルを作る



SSTVなら、この程度で通信可能



ハンディ機でSSTV

八重洲 VXシリーズ
・マイク端子は内蔵コンデンサマイク直結
　マイク回路で5.1Vのバイアス,1kΩ受け
　C結合でOPアンプ
　直流カット推奨、ATT推奨
・外部SP端子
　NJM2151(OPAMP)からケミコン経由
　直流カット不要、ATT推奨



モービル機でSSTV

ICOM IC-2720
・マイク端子
　約7.2Vで吊って、10kΩで受けて、2SC4116へ
　直流カット推奨、ATT推奨
・外部SP端子
　LA4445(POWAMP)から470uF経由
　直流カット不要、ATT推奨



固定機でSSTV

八重洲 FT-897
・マイク端子
　直流カット後、マイク回路で5V以下のバイアス
　C結合で2SC2154
　直流カット推奨、ATT推奨
・外部SP端子
　TDA2003(POWAMP)から470uF経由
　直流カット不要、ATT推奨



CRは必要なのだろうか？

100～600Ω

100～10kΩ

10mV～300mV位？
DC成分は無いかもしれない

3～10mV

1/5～1/100くらい落として良いSP出力
MIC入力

ATT

結論：Rは入れたい。Cは気分で。減衰率はVRで現物あわせ

トランスとか



ご静聴ありがとうございました

質問、ディスカッションをおねがいします


